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【部門区分】第２部門第１区分
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【公開日】平成22年9月30日(2010.9.30)
【年通号数】公開・登録公報2010-039
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【国際特許分類】
   Ｂ０５Ｄ   5/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/33     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 201/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０５Ｄ   5/06    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｄ   5/33    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 201/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年2月21日(2012.2.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被塗物を準備する工程と、
　前記被塗物に対して、赤外線反射顔料を含む着色組成物を塗布することにより黒色塗布
物を得る工程と、
を含む赤外線反射方法であって、
　前記赤外線反射顔料は、金属基材と、該金属基材の表面を被覆する金属酸化物干渉層と
、該金属酸化物干渉層の表面を部分的に被覆する金属粒子と、を含む構造を有し、
　前記金属酸化物干渉層の光学的厚みは３０～１１０ｎｍの範囲内であり、かつ前記金属
粒子の平均粒子径は１０～５０ｎｍの範囲内であり、
　前記金属基材は、アルミニウムであり、
　前記金属酸化物干渉層は、酸化珪素で構成される、赤外線反射方法。
【請求項２】
　前記赤外線反射顔料は、前記金属酸化物干渉層上に金属中間層が形成され、該金属中間
層の表面を部分的に前記金属粒子が被覆する、請求項１に記載の赤外線反射方法。
【請求項３】
　前記赤外線反射顔料は、黒色を呈する、請求項１または２に記載の赤外線反射方法。
【請求項４】
　前記赤外線反射顔料は、互いに補色の関係にある２種以上の顔料からなる、請求項１～
３のいずれかに記載の赤外線反射方法。
【請求項５】
　前記着色組成物が、前記赤外線反射顔料１０質量部と樹脂バインダー１００質量部とを
含み、前記被塗物に対して５０μｍの厚みで塗布された場合、
　前記被塗物に対して前記着色組成物を塗布して得られる前記黒色塗布物は、色差計によ
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る明度（Ｌ＊値）が２０以下であり、彩度（Ｃ＊値）が５以下であり、かつ波長１６００
ｎｍの赤外線反射率／波長６００ｎｍの可視光線反射率が２．５以上である、請求項１～
４のいずれかに記載の赤外線反射方法。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の赤外線反射方法に用いられる赤外線反射顔料。
【請求項７】
　請求項１～５のいずれかに記載の前記黒色塗布物を得る工程により得られた黒色塗布物
。
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